


北海道指導林家の認定
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　町内において林業生産活動を意欲的に行い、他の模範となるような方を指導林家として認定、林業普及指導事業にお
ける指導者として活用を図ることを目的とした北海道指導林家認定事業で古丹
別に在住している服部秀行さんが指導林家として認定証の授与が４月２８日
(水 )に町長室で行われた。
　林業は、安価な外国産木材の輸入等により、国内産木材の販売低迷等による
廃業など山を手放すことや、相続等により山林を譲り受けたものの、森林の管
理ができず放置されたものなど森林の荒廃が増加しており、全国的に深刻な問
題となっている。
　町長から認定証を受けた服部さんは「責任の重さを感じているが、荒廃して
いる山が１つでも少なくなるよう、自分の経験を活かしていきたい。」と語った。

　１０月１日を調査日として５年に１度行われる国勢調査のため、実施本部の設置が４月
３０日（金）行われた。
　国勢調査は、人口や世帯、年齢、就業状況等の各データを調べる国の基本的な統計調
査で、西暦年の末尾が０の年の調査は居住期間や在学など教育の状況、就業地や通学地
までの交通手段などの項目も加わる。
　本町では調査員として５１名が総務大臣から任命を受け、９月２３日から調査票を配布、
約１週間後に回収を行う。今回からプライバシー保護の観点から記入内容を見ることが
できないよう封筒で提出する方法のほか、郵送提出も希望により可能となる。
　森町長も「漏れがないよう調査を実施するが、町民皆さんの協力をお願いしたい」と
述べていた。

国勢調査実施本部の設置

留萌セントラルクリニックカップ争奪少年野球大会で古丹別サンダースが初優勝
　５月４・５日（火・水）に第４回留萌セントラルクリニックカップ争奪少年野球大会が留萌市営見晴球場ほかで開か
れ、本町から出場した古丹別サンダースが初優勝を果たした。
同大会は、留萌市内で行われるシーズン最初の公式戦として開
催、市内や管内のチームの他、名寄市や富良野市など管外も含め、
計１５チームがトーナメント戦で熱戦を繰り広げた。
　サンダースは、１回戦で留萌萌友スポーツ少年団、２回戦で
天塩タイガース、準決勝で増毛ファイターズを撃破、決勝では
富良野市球友ライナーズと対戦した。２回に大量４点を奪った
サンダースが優位に試合を進め、追いすがる球友ライナーズを
７－５で振り切り初優勝を飾った。なお、最優秀選手賞にはサ
ンダースの前川貴頌選手が選ばれた。

交通ルールを守ろうね ～ 町内保育園(所)で交通安全教室 ～
　暖かくなり幼児の行動範囲も広がる季節になってきたことから、町内保育
園(所)で交通安全教室が開催され、園児が楽しみながら交通ルールを学んだ。
　５月１０日(月)、苫前保育園（青木久美子園長）で行われた教室では、青
空の中全園児３５名が参加した。青木園長から「ルールやきまりを守りましょ
う」とあいさつした後、苫前駐在所の藤田利文所長から「道路を渡るときは、
左右をしっかり見ること。自転車は１人では乗らず、お父さんお母さんと一緒
に乗ること」と園児と約束をした。簡易信号機と横断歩道マットを使って行わ
れた訓練では、お友達と手をつなぎ、信号機を守って横断することができた。
　一方、古丹別保育所（川森のり子所長）でも交通安全教室が５月１３日（木）
開催され、全園児３６名と子育て支

援センターに参加した４名あわせて４０名が参加した。あいにくの雨模様の
ため体育館で行われた教室では、室内に設置された簡易信号機を使い、道路
の渡り方を学習した。
　川森所長からは「今日はしっかりルールを学び、事故に遭わないよう気を
つけましょう」とあいさつ、古丹別駐在所の鈴木憲作巡査部長より「みんな
が事故にあわないようきちんとルールを守りましょう」と述べ、園児も元気よ
く返事をした後、体験がスタート。最初は、信号を見ることができず、前の
人について行くだけだった園児も、徐々に信号をしっかり見ることができ、ルー
ルが身についていた。
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　本年で５年目となるサクラマス稚魚の放流が５月８日
（土）水辺の楽校ビオトープ池で行われ、小学生や保護者
など約２０名が参加、５センチ程度に成長した約３００
匹の稚魚を放流した。
　この事業は、環境マネジメントシステム（ＩＳＯ
１４００１）認定取得企業である萌州建設株式会社苫前
支店（秋山貴人執行役員苫前支店長）が渓遊愛好会（二
本柳健司代表）からの要望を受け、住民との交流や自然
環境保全を目的に地域社会貢献事業として実施したもの。
　当初は、天竜橋付近で放流する予定であったが、雪解
けによる水や前日からの雨などの影響で水位が高いこと
から危険と判断し、古丹別所学校前にある水辺の楽校で
の放流となった。
　子どもらは「大きくなってまた古丹別川に戻ってほしい」
「他の魚に食べられないように」と思い思いの願いを込め
ながら、稚魚を見守っていた。

　５月１６日(日)午前１１時から古丹別緑ヶ丘公園で第３９回さくらまつりが開催され、多くの町民がさくらを見な
がらイベントを楽しんだ。
　５月に入っても天候不順で気温が上がらないことから、実行委員会や関係者も公園内のエゾヤマザクラやソメイ
ヨシノなどの開花も心配していたが、２～３日前の好天で気温も上がり、芽吹いていた木々の花も一気に開花、何
とかまつりに間に合い、当日も晴天の青空の中に咲くピンクの花びらが来場者の目を楽しませていた。
　本年は、本町の１３０年記念を冠として行われたまつりでは、緑ヶ丘公園桜祭り実行委員会の大矢根正春委員長
や森町長が「桜の花の下で１日楽しんでください」との挨拶の後、苫前鱗萃会による勇壮なよさこいソーラン、演
歌歌手による歌謡ショーや来場者によるカラオケ大会などのステージイベントが行われるとともに、商工会女性部
による山菜そば、ホタテごはんや町内商店・団体などによる販売も賑わいを見せていた。
　仲間うちや家族連れなどで訪れていた来場者は、ジンギスカンに舌鼓を打ちながら、お酒を楽しみ、中には踊り
出す人も出るなど、頬もピンクに染めながら春のひとときを満喫していた。

サクラマス稚魚の放流

桜も間に合い、ジンギスカンに舌鼓 ～第39回さくらまつり～

　５月１２日(水 )公民館で成人講座の太巻き寿司教室
が開催され、１６名が参加した。講師はとままえ温泉ふわっ
との料理長である西岡達之さん。
　西岡さんは、和食の担当ではあるが太巻きやにぎり寿
司は修行した経験がなく、厨房で他の料理人から教わっ
たものを自分で学習し習得した経緯がある。
　今回の教室では、太巻き寿司と細巻きの作り方を学ん
だが、合わせ酢の作り方から巻き方までを学んだ。特に
しゃりの作り方では、混ぜるときは切るようにして混ぜる
ことや、うちわ等であおぐのはツヤのある仕上げにするた
めなどの細かな説明を加え分かりやすく指導していた。
　参加者も太巻きや細巻きの巻き方でうまくいかない部
分は西岡さんを呼び、「しゃりが多すぎる」「のりしろを多
くとった方がよい」などのアドバイスを受けていた。
　太巻き２本、細巻き２本を体験した参加者は大変満足
そうに「家でもやってみたい」と笑顔で語った。

成人講座 太巻き寿司
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留萌管内少年東西対抗剣道大会・留萌管内少年少女個人選手権大会
　５月１６日(日)苫前中学校体育館で、留萌地方剣道連盟連絡協議会(清
水陞留萌剣道連盟会長 )主催の第４７回留萌管内少年東西対抗剣道大会と
第３７回留萌管内少年少女個人選手権大会が開催された。
　大会には小中学生約９０人が参加、個人戦では、小学校２年生以下の部、
３・４年生の部、５・６年生の部、中学生男子の部、女子の部の５部門に分
かれて行われ、苫前剣道連盟（三上敏行会長）からは９名の小中学生が参
加したが、健闘もむなしく入賞することができなかった。また、苫前町以北
を西軍、小平町以南を東軍として行われた東西対抗戦では西軍が１５勝１１
敗１１分けで勝利した。
　管内各地域から応援に駆けつけた約１１０人の父母らは、我が子の手に汗
握る試合に熱い声援を送っていた。

戦争のない世の中を願って ～平和の鐘慰霊法要～
　平和の鐘奉賛会（中野吉晴会長）による慰霊法要が５月１６日(日)古
丹別緑ヶ丘公園内にある戦没者慰霊堂で行われ、留萌管内各地より約９０
名の方々が参列、第２次世界大戦へ招集された増毛町から幌延町までの
１９５３人の肉親の冥福を祈った。
　参列した竹内勝副町長からも「肉親を失った悲しみは癒えることはない
が、年月の経過と共に戦争の記憶が忘れ去られようとしている。現在も原
爆等の後遺症で苦しんでいる方が多くおり、戦争の悲惨さや怖さを世界に
伝え、平和の輪を広げていくことが必要」と述べた。
　この後、参列者は慰霊堂横にある鐘つき堂に並び、１人ずつ鐘をつきな
がら戦争のない世の中を願っていた。

苫前町商工会総会・商工会法施行50周年記念式典
　5月21日(金 )午後３時30分からとままえ温泉ふわっとにて苫前町商工会(菊地暢会長 )
の通常総会が開催された。総会には１３０人の会員のうち委任状６８を含め１１２人が出席し
開催、菊地会長があいさつを行い、中小企業等の経営革新やまちづくり等による地域活性化
の推進などの４つの重点事項を盛り込んだ事業計画、定款の一部改正など８件の議案を原案
通り可決した。
　また、同日午後５時より同会場にて商工会法施行５０周年記念式典が、森町長をはじめとし
て條野昌和留萌振興局副局長や工藤敏郎道議会議員などの来賓も
集まり挙行された。当商工会は、昭和３５年１２月に故菊池朝治氏
を初代会長として組織、商工会活動の基礎づくり、組織強化と育成
などを行いながら、今日を迎えた。菊地会長はあいさつで「商工会
がかかえる問題は国内外と山積、厳しい状況であるが、更なる商工
業の振興と発展、地域への貢献などを行い、努力していきたい」と
述べたあと、５０周年記念表彰として島田清一元会長、松田弘前会

長に功労賞ほか団体功労者表彰、永年勤続役員表彰などが行われた。
　来賓祝辞で森町長は「町も商工会と連携しながら、総合的なまちづくりと地域コミュニティの
再生、小規模事業者の経営をはじめとする地域経済の活性化に努めていきたい」と述べた。そ
の後開催された記念祝賀会では、２０年前からの商工会活動が収められたＤＶＤも上演され、
当時の活動を振り返りながら５０年の歩みを祝っていた。

　日頃の訓練成果と町内消防団と消防職員の連携等確認を目的とした総合
演習が５月２３日(日)苫前町公民館駐車場で開催され、消防職員、消防
団員などあわせて６５名が参加した。
　服装点検、機械器具点検などが行われたあと小隊訓練を古丹別分団が、
ポンプ操法を苫前分団が実施、訪れた来賓や訓練を見学にきた町民に日頃
の訓練の成果を披露した。また、模擬火災訓練として萌州建設株式会社苫
前支店の建物を使用し、連絡体制や消火の際の役割分担の確認を含めた放
水訓練を行った。サイレンの警笛や火災箇所の連絡など本番さながらの訓
練では消防職員、団員双方が緊張した面持ちで自分の役割を見事にこなし
ていた。

苫前町消防団総合演習
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最近全国的に山火事や野火が多発しております。
苫前町でも近年山火事や野火が発生しておりますので、山に入る際は火気の使用は
極力避けるようにしましょう。

北留萌消防組合消防署
〃

1６４-２３２１
1６５-４１１９

苫 前 支 署
古丹別支署

山火事注意！

山に入った際は、たばこの投げ捨てはやめましょう。
山を守るのも愛煙家のマナーです。

悪質な訪問販売が多発す
る時期になりました。
消火器や住宅用警報器に
ついて、消防や役場では
斡旋はしておりませんの
で、十分注意願います。

山の緑を 火災から 守ろう
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医療法人社団オロロン会
苫前クリニック

理事長　小野　哲郎　1 64－9070

食生活と糖尿病予防

　日本人は脂肪の多い食事をとることにより、
筋肉や肝臓の組織内に脂肪が溜まりやすく、糖
の処理を司るインスリンの働きが低下する体質
を持っている人が多い。筋肉や肝臓に溜まった
脂肪は生活習慣を改めることにより、短期間で
も減らすことができます。１０日間の教育入院
で低脂肪食と運動指導によって肝臓や筋肉内の
中性脂肪が減り、食後の血糖値も改善していき
ます。糖尿病の合併症として腎症、網膜症、神
経症、心筋梗塞、狭心症、脳梗塞はよく知られ
ていますが、久山町研究によると認知症やがん
の発症リスクも２～３倍に増加するそうです。
最近４０年間の食生活の変化をみると米の摂取
量が半減し、肉類や乳製品の摂取量が約３倍に
増えています。動物性脂肪の摂取量の増加が糖
尿病の急増につながる大きな要因と考えられて
います。
　子供の２型糖尿病の最大の要因は肥満で、肥
満の原因は特に脂肪のとり過ぎです。小児糖尿
病は２０年間で約３倍に増加しています。減量
する場合、炭水化物を極端に減らすとＬＤＬコ
レステロールを上げて
しまうため、最低でも
ごはん１日茶碗３杯食
べましょう。
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やみつきたけのこ（４人分）
材　料：ゆでたけのこ 1/2個、もやし １袋
　　　　アスパラ ５本
調味料：塩 ひとつまみ、コショウ・油 小さじ２
　　　　めんつゆ 大さじ３、バター 小さじ１
作り方：①ゆでたけのこを大きめにスライスする。
　　　　②もやしはさっと洗い、アスパラの固い皮をむいて、
　　　　　斜め切りする。
　　　　③フライパンに油をひき、たけのこをしっかり炒め、
　　　　　めんつゆで味つけ、蓋をして１分ほど蒸し、アスパ
　　　　　ラを加え炒め、塩こしょうする。
　　　　④もやしを加え、蓋をして強火でさっと蒸し焼き、火
　　　　　を止めて、バターで風味付けして完成。

朝ごはん応援企画「元気モリモリ・朝ごはん」
　第２回目の「元気モリモリ・朝ごはん」も野菜で攻めます。
というのも、日本人の野菜平均摂取量は１日当たり250ｇ。
目標量の350ｇにあと100ｇ不足しています。普段の食事
に野菜料理をあと１品追加したい。でも「買ってもあまる」
「どう調理したらよいか…」という人のため、簡単で使い回
しの方法がわかって、いくつかの調理法でアレンジできるも
のを紹介します。担当者も実際に調理し画像を掲載していき
たいと思います。
　ぜひ、参考にしていただけたらうれしいです。

ワンポイント
アドバイス

　今回いただきものの
アスパラで、細いもの
だったので、たけのこ
も薄めにスライスしま
した。バター風味がよ
かったです。




